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九
四

一　

は
じ
め
に

　

南
宋
の
周
必
大
（
一
一
二
六
～
一
二
〇
四
）
は
、
北
宋
の
歐
陽
脩
（
一
〇
〇
七
～
一

〇
七
二
）
の
全
集
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
卷
を
編
纂
し
た
。
彼
は
歐
陽
脩

が
鄕
里
の
偉
人
で
あ
り
、
當
時
存
在
し
て
い
た
歐
陽
脩
の
全
集
が
亂
れ
て
取
る
に

足
ら
ず
信
賴
の
お
け
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
に
、
紹
熙
二
年
（
一
一
九
一
）

か
ら
慶
元
二
年
（
一
一
九
六
）
ま
で
の
六
年
の
歲
⺼
を
か
け
て
、
百
五
十
三
卷
の

全
集
を
編
纂
し
た
の
で
あ
っ
た（
１
）。

　
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
卷
末
に
は
、「
編
定
校
正
」
と
し
て
、
孫
謙
益
、
丁
朝
佐
、

曾
三
異
、
胡
柯
の
四
名
が
、「
覆
校
」
と
し
て
葛
潨
、
王
伯
芻
、
朱
岑
、
胡
炳
、

曾
煥
、
胡
渙
、
劉
贊
、
羅
泌
の
八
名
の
名
歬
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
人
物
が
校
正
等

に
參
畫
し
て
全
集
は
編
纂
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
全
集
編
纂
の
責
任
者
は
周
必
大

で
あ
り
、
彼
が
編
纂
方
針
を
決
め
て
全
集
に
收
錄
す
る
歐
陽
脩
の
作
品
を
樣
々
な

角
度
か
ら
詳
細
に
檢
討
し
て
お
り
、
從
っ
て
歐
陽
脩
の
作
品
に
つ
い
て
の
知
識
が

豐
富
で
、
そ
の
取
捨
選
擇
に
も
自
信
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
閒
違
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
周
必
大
が
生
ま
れ
た
四
年
後
に
、
後
に
朱
子
學
を
大
成
さ
せ
る
朱

熹
（
一
一
三
〇
～
一
二
〇
〇
）
が
誕
生
す
る
。
後
年
、
歐
陽
脩
の
作
品
を
め
ぐ
っ
て
、

こ
の
朱
熹
と
周
必
大
が
激
し
い
論
爭
を
す
る
。
そ
れ
は
、
歐
陽
脩
が
范
仲
淹
の
た

め
に
作
成
し
た
「
㊮
政
殿
學
士
戶
部
侍
郞
文
正
范
公
神
衟
碑
銘
」（
以
後
、「
范
公

神
衟
碑
銘
」
と
記
す
）
の
文
字
の
一
部
を
、
范
仲
淹
の
息
子
で
あ
る
范
純
仁
が
勝
手

に
削
除
し
た
こ
と
を
め
ぐ
る
論
爭
で
あ
る
。
周
必
大
は
范
純
仁
の
行
爲
に
理
解
を

示
し
、
朱
熹
は
そ
の
行
爲
に
反
對
す
る
立
場
か
ら
議
論
を
展
開
す
る
が
、
彼
ら
が

自
ら
の
意
見
を
主
張
す
る
際
に
、
筆
者
が
二
〇
一
一
年
に
報
吿
し
た
新
發
見
の
歐

陽
脩
書

に
つ
い
て
論
及
し
て
い
る
こ
と
に
氣
づ
く（
２
）。

　

歐
陽
脩
の
新
發
見
書

は
、
周
必
大
が
編
纂
し
た
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
に
採
錄

さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
今
日
に
は
全
く
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の

で
あ
る
。
周
必
大
と
朱
熹
が
論
爭
の
中
で
言
及
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ

ら
が
南
宋
當
時
に
は
閒
違
い
な
く
確
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
し

か
も
か
か
る
書

に
㊟
目
す
る
と
二
人
の
論
爭
を
具
體
的
に
跡
づ
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
書

の
取
捨
選
擇
過
程
を
考
察
す
る
と
、
周
必
大
が

『
歐
陽
文
忠
公
集
』
を
編
纂
し
た
際
の
經
緯
も
新
た
な
角
度
か
ら
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
歐
陽
脩
の
新
發
見
書

を
手
が
か
り
と
し
て
、
周
必
大
と

朱
熹
の
論
爭
を
具
體
的
に
跡
づ
け
、
あ
わ
せ
て
周
必
大
の
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
編

范
仲
淹
の
神
衟
碑
銘
を
め
ぐ
る
周
必
大
と
朱
熹
の
論
爭

　
　

―

歐
陽
脩
新
發
見
書

に
着
目
し
て―

�

東
　

英
寿



范
仲
淹
の
神
衟
碑
銘
を
め
ぐ
る
周
必
大
と
朱
熹
の
論
爭

九
五

と
は
、
歐
陽
脩
が
范
仲
淹
の
た
め
に
作
成
し
た
「
范
公
神
衟
碑
銘
」
の
文
字
の
一

部
を
、
范
仲
淹
の
息
子
で
あ
る
范
純
仁
が
石
に
刻
む
に
當
た
っ
て
、
勝
手
に
削
除

し
た
こ
と
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
る
。
以
下
に
、
そ
の
經
緯
を

單
に
確
認
し
て
お

き
た
い
。

　

范
仲
淹
は
景
祐
三
年
（
一
〇
三
六
）
に
「
百
官
圖
」
を
上
っ
て
宰
相
・
呂
夷

の
人
事
を
指
彈
し
、
さ
ら
に
「
帝
王
好
尙
論
」、「
選
任
賢
能
論
」、「
近
名
論
」、

「
推
委
臣
下
論
」
の
四
論
を
作
成
し
時
の
政
治
を
批
判
し
て
、
知
堯
州
へ
左
遷
さ

れ
る
。
こ
の
時
、
こ
れ
に
異
を
唱
え
た
余
靖
、
尹
洙
、
歐
陽
脩
も
左
遷
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
後
、
西
夏
の
侵
攻
に
對
處
す
る
た
め
に
康
定
元
年
（
一
〇
四
〇
）

二
⺼
に
范
仲
淹
は
中
央
に
復
歸
し
て
、
天
章
閣
待
制
・
知
永
興
軍
と
な
り
、
五
⺼

に
は
陝
西
都
轉
運
使
と
な
っ
た
。
そ
の
頃
、
呂
夷

も
三
度
目
の
宰
相
に
起
用
さ

れ
た
が
、
今
度
は
范
仲
淹
を
龍
圖
閣
直
學
士
へ
昇
格
さ
せ
陝
西
經
略
安
撫
副
使
へ

改
め
る
な
ど
の
對
應
を
し
、
西
夏
の
侵
攻
に
共
同
し
て
對
處
し
た
と
言
わ
れ
る
。

そ
の
經
緯
に
つ
い
て
、
歐
陽
脩
は
「
范
公
神
衟
碑
銘
」
に
次
の
よ
う
に
記
述
し
た（
４
）。

　
　

自
公
坐
呂
公
貶
、
羣
士
大
夫
各
持
二
公
曲
直
。
呂
公
患
之
、
凢
直
公
者
、
皆

指
爲
黨
、
或
坐
竄
逐
。
及
呂
公
復
相
、
公
亦
再
起
被
用
。
於
是
二
公
驩
然
相

約
、
戮
力
平
賊
。
天
下
之
士
皆
以
此
多
二
公
。

公
の
呂
公
に
坐
し
て
貶
せ
ら
れ
し
よ
り
、
羣
士
大
夫
は
各お
の

お
の
二
公
の
曲
直

を
持
す
。
呂
公
之
れ
を
患
へ
、
凢
そ
公
を
直
と
す
る
者
、
皆
指
し
て
黨
と
爲

し
、
或
ひ
は
坐
し
て
竄
逐
せ
ら
る
。
呂
公
相
に
復
す
る
に
及
び
て
、
公
も
亦

た
再
び
起
ち
て
用
ひ
ら
る
。
是
に
於
て
二
公
驩
然
と
し
て
相
約
し
、
力
を
戮

せ
て
賊
を
平
ら
ぐ
。
天
下
の
士
は
皆
此
を
以
て
二
公
を
多
と
す
。

纂
の
態
度
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
い
。

二　

范

神
衟
碑
銘
の

字
削
除
に
つ
い
て

　

本
稿
で
檢
討
す
る
周
必
大
と
朱
熹
の
論
爭
と
は
、
北
宋
の
范
仲
淹
と
そ
の
政
敵

で
あ
っ
た
呂
夷

と
の
關
係
を
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
こ
と
を
め
ぐ
る
認
識
の
違

い
に
起
因
す
る
。
こ
の
論
爭
を
考
え
る
た
め
に
、
ま
ず
朱
熹
が
周
必
大
に
答
え
た

書

「
答
周
益
公
」
其
一（
３
）を
取
り
上
げ
、
論
點
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

昨
蒙
寵
喩
范
歐
議
論
、
鄙
意
㊒
所
不
能
無
疑
、
欲
以
請
敎
、
而
亦
未
暇
。
今

遇
此
便
似
不
可
失
、
而
病
軀
兩
日
覺
得
沈
重
愈
甚
於
歬
勢
、
不
容
詳
細
禀
白
。

但
竊
以
爲
范
歐
二
公
之
心
朙
白
洞
逹
、
無
纎
芥
可
疑
。
呂
公
歬
過
後
功
、
瑕

瑜
自
不
相
掩
。
若
如
尊
喩
、却
恐
未
爲
得
其
情
者
。
故
願
相
公
更
熟
思
之
也
。

昨
、
范
歐
の
議
論
を
寵
喩
す
る
を
蒙
り
、
鄙
意
に
疑
ひ
無
き
能
は
ざ
る
所
㊒

り
て
、
以
て
敎
へ
を
請
は
ん
と
欲
す
る
も
、
而
れ
ど
も
亦
た
未
だ
暇
あ
ら
ず
。

今
、
此
の
便
の
失
す
可
か
ら
ざ
る
に
似
た
る
に
遇
ふ
も
、
而
れ
ど
も
病
軀
は

兩
日
沈
重
に
し
て
愈
ま
す
歬
勢
よ
り
甚
だ
し
き
を
覺
へ
得
、
詳
細
に
禀
白
す

る
を
容
れ
ず
。
但
だ
竊
か
に
以
爲
ら
く
范
歐
二
公
の
心
は
朙
白
洞
逹
な
る
こ

と
、
纎
芥
も
疑
ふ
可
き
無
き
の
み
。
呂
公
の
歬
過
後
功
は
、
瑕
瑜
自
か
ら
相

ひ
掩
は
ず
。
若
し
尊
喩
の
如
け
れ
ば
、
却
て
未
だ
其
の
情
を
得
る
者
と
爲
ら

ざ
る
を
恐
る
。
故
に
願
は
く
は
相
公
更
に
之
れ
を
熟
思
せ
ん
こ
と
を
。

　

こ
の
書

に
お
い
て
は
、
周
必
大
か
ら
意
見
さ
れ
た
朱
熹
が
强
く
反
發
し
て
い

る
こ
と
が
窺
え
る
が
、
冐
頭
で
朱
熹
が
周
必
大
か
ら
「
范
歐
議
論
」
に
つ
い
て
敎

え
諭
さ
れ
た
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
㊟
目
し
た
い
。
こ
こ
で
言
う
「
范
歐
議
論
」
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惟
呂
范
一
節
、
朱
元
晦
、
呂
子
約
屢
以
爲
言
、
終
不
敢
曲
從
者
、
亦
豈
無
說
。

歷
觀
近
代
、
用
心
平
直
、
如
忠
宣
公
可
一
一
數
。
決
不
違
父
志
、
强
削
誌
文
。

又
本
朝
正
史
惟
兩
朝
多
出
名
公
之
手
、
最
爲
可
信
。
是
時
呂
氏
子
弟
、
顯
用

於
朝
者
多
、
而
於
呂
范
列
傳
、
竝
無
一
言
及
此
。

惟
だ
呂
范
の
一
節
の
み
、
朱
元
晦
、
呂
子
約
屢し
ば

し
ば
以
て
言
を
爲
し
、
終
に

敢
へ
て
曲つ
ぶ
さに
從
は
ざ
る
は
、
亦
た
豈
に
說
く
こ
と
無
か
ら
ん
。
近
き
代
を
歷

觀
す
る
に
、
心
を
用
ふ
る
こ
と
平
直
な
る
は
、
忠
宣
公
の
一
一
數
ふ
可
き
が

如
し
。
決
し
て
父
の
志
に
違
は
ず
、
强
ひ
て
誌
文
を
削
る
。
又
た
本
朝
の
正

史
は
惟
だ
兩
朝
の
み
多
く
名
公
の
手
に
出
で
、
最
も
信
ず
可
き
と
爲
す
。
是

の
時
呂
氏
の
子
弟
は
、
顯
か
に
朝
に
用
ひ
ら
る
る
者
多
し
、
而
れ
ど
も
呂
范

の
列
傳
に
於
て
、
竝
び
に
一
言
も
此
れ
に
及
ぶ
無
し
。

　

こ
こ
で
周
必
大
は
、
呂
夷

と
范
仲
淹
が
和
解
し
た
と
朱
熹
（
字
は
元
晦
）
や

呂
祖
儉
（
字
は
子
約
）
が
し
ば
し
ば
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
對
し
て
、
强
く
異
議

を
唱
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
は
、
范
純
仁
（
忠
宣
公
）
が
父
の
志
を
踏
ま

え
て
、
歐
陽
脩
作
成
の
「
范
公
神
衟
碑
銘
」
の
文
字
を
削
除
し
た
と
し
て
、
范
純

仁
の
行
爲
を
正
當
化
し
て
い
る
。
本
朝
の
正
史
、
特
に
眞
宗
、
仁
宗
二
朝
の
實
錄

は
名
だ
た
る
編
纂
者
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
極
め
て
信
賴
す
べ
き
㊮
料
で

あ
る
。
し
か
も
朝
廷
に
は
呂
夷

の
子
弟
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う

に
呂
夷

に
つ
い
て
そ
の
事
實
を
知
る
べ
き
人
が
多
く
存
在
し
て
い
た
に
も
關
わ

ら
ず
、
朝
廷
の
責
任
で
編
纂
さ
れ
た
范
仲
淹
や
呂
夷

の
列
傳
に
お
い
て
、
范
仲

淹
と
呂
夷

が
和
解
し
た
こ
と
は
全
く
記
載
が
無
い
こ
と
を
據
り
所
と
し
て
、
周

必
大
は
范
仲
淹
と
呂
夷

は
和
解
し
て
い
な
い
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

對
し
て
、
朱
熹
は
「
答
周
必
大
」
其
二
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

范
仲
淹
は
初
め
呂
夷

に
よ
っ
て
左
遷
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
呂
夷

と
力
を
合

わ
せ
て
賊
を
平
定
し
た
と
歐
陽
脩
は
記
載
し
た
。
こ
れ
に
對
し
て
、
范
仲
淹
の
息

子
で
あ
る
范
純
仁
が
こ
の
記
述
を
含
め
て
、
歐
陽
脩
作
成
の
「
范
公
神
衟
碑
銘
」

に
見
ら
れ
る
范
仲
淹
と
呂
夷

の
和
解
に
關
す
る
合
計
百
三
字
の
文
字
を
勝
手
に

削
除
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る（
５
）。

周
必
大
は
、後
述
す
る
よ
う
に
范
仲
淹
と
呂
夷

の
和
解
は
な
か
っ
た
と
し
て
、

范
純
仁
が
「
范
公
神
衟
碑
銘
」
の
文
字
を
削
除
し
た
こ
と
に
理
解
を
示
し
、
そ
の

こ
と
を
朱
熹
に
說
い
た
。
一
方
、
朱
熹
は
歬
揭
の
周
必
大
へ
答
え
る
書

で
「
呂

公
歬
過
後
功
、
瑕
瑜
自
不
相
掩
」
と
記
述
す
る
よ
う
に
、
呂
夷

が
范
仲
淹
を
左

遷
し
た
過
ち
と
後
に
范
仲
淹
を
用
い
た
功
績
は
、
覆
い
隱
さ
ず
あ
り
の
ま
ま
に
示

さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
范
仲
淹
と
呂
夷

は
後
に
和
解
し
た
と
主
張
す
る
。
さ
ら

に
、
周
必
大
の
主
張
に
對
し
て
、
實
情
を
知
ら
な
い
と
し
て
熟
慮
す
る
よ
う
に
强

く
促
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
歐
陽
脩
が
「
范
公
神
衟
碑
銘
」
の
中
で
「
皆
指

爲
黨
」
と
記
述
す
る
の
は
、
呂
夷

に
よ
っ
て
范
仲
淹
が
左
遷
さ
れ
、
そ
れ
に
異

を
唱
え
た
余
靖
、
尹
洙
、
歐
陽
脩
も
左
遷
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
彼
ら
は
朋
黨

と
み
な
さ
れ
て
し
ま
い
、
こ
の
事
件
が
宋
代
に
お
け
る
朋
黨
の
始
ま
り
と
さ
れ
た

こ
と
を
指
し
て
い
る（
６
）。
從
っ
て
、
范
仲
淹
と
呂
夷

の
爭
い
は
「
范
呂
の
黨
爭
」

と
も
稱
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三　

週
必
大
と
朱
熹
の
論
爭

　

歬
章
で
述
べ
た
范
仲
淹
と
呂
夷

の
「
范
呂
の
黨
爭
」
を
め
ぐ
る
周
必
大
と
朱

熹
の
論
爭
に
つ
い
て
、
本
章
で
は
よ
り
詳
し
く
そ
の
や
り
と
り
を
述
べ
た
い
。

　

周
必
大
は
慶
元
二
年
（
一
一
九
六
）
に
汪
逵
（
字
は
季
路
）
に
送
っ
た
書

（「
與

汪
季
路
司
業
書
」）
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る（
７
）。



范
仲
淹
の
神
衟
碑
銘
を
め
ぐ
る
周
必
大
と
朱
熹
の
論
爭

九
七

相
應
の
根
據
が
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
私
見
で
は
全
く
腑
に
落
ち
な
い
と
し
て
、
朱

熹
は
訂
正
を
要
求
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
朱
熹
は
歬
揭
の
二
通
の
「
答
周
必
大
」（
其
一
、
其
二
）
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
「
昨
蒙
寵
喩
范
歐
議
論
」、「
歬
者
累
蒙
誨
諭
范
碑
曲
折
」
と
書
き
起
こ

す
こ
と
か
ら
、
歐
陽
脩
作
成
の
「
范
公
神
衟
碑
銘
」
の
件
で
周
必
大
か
ら
激
し
い

意
見
を
さ
れ
た
書

を
受
け
取
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
周
必
大
の
全

集
『
文
忠
集
』
に
お
い
て
朱
熹
に
送
っ
た
書

を
確
認
し
て
み
る
と
、
九
通
收
錄

さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
朱
熹
の
反
論
が
生
じ
た
よ
う
な

詳
細
な
議
論
を
し
て
い
る
周
必
大
の
作
は
殘
念
な
が
ら
殘
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、

慶
元
二
年
に
周
必
大
が
朱
熹
へ
送
っ
た
文
章
（「
與
朱
元
晦
待
制
劄
子
」
四
）
の
中
に
、

關
連
す
る
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

如
仁
錄
乃
名
公
筆
削
、
非
如
近
世
傳
聞
鹵
奔
且
㊒
好
惡
之
私
、
其
於
呂
范
營

西
事
、
若
果
爲
國
交
驩
、
豈
非
甚
美
。
是
時
呂
氏
子
弟
親
戚
布
滿
中
外
、
何

故
無
一
字
譽
及
。
必
㊒
難
言
、
遂
两
忘
耳
。

仁
錄
の
如
き
は
乃
ち
名
公
の
筆
削
に
し
て
、
近
き
世
の
傳
聞
は
鹵ろ

奔も
う

に
し
て

且
つ
好
惡
の
私
㊒
る
が
如
き
に
は
非
ず
、
其
の
呂
范
の
西
事
を
營
す
る
に
於

て
、
若
し
果
し
て
國
の
爲
に
交
驩
す
れ
ば
、
豈
に
甚
だ
美
な
る
に
非
ず
や
。

是
の
時
呂
氏
の
子
弟
親
戚
は
中
外
に
布
滿
す
る
も
、
何
故
に
一
字
と
し
て
譽

及
す
る
無
き
や
。
必
ず
言
ひ
難
き
㊒
り
て
、遂
に
两
つ
な
が
ら
忘
る
る
の
み
。

　

こ
こ
で
、
周
必
大
は
當
時
呂
夷

の
子
弟
や
親
戚
が
多
く
い
た
に
も
關
わ
ら
ず
、

范
仲
淹
と
呂
夷

が
和
解
し
た
こ
と
は
仁
錄
（
仁
宗
實
錄
）
に
記
載
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
范
仲
淹
と
呂
夷

は
和
解
し
て
い
な
い
と
主
張
す
る
。
こ
れ
は
、
彼
が

歬
者
累
蒙
誨
諭
范
碑
曲
折
…
…
…
今
讀
所
賜
之
書
而
求
其
指
要
則
其
言
若
曰

…
…
…
其
後
歐
公
乃
悔
歬
言
之
過
、
又
知
其
諸
子
之
賢
。
故
因
范
碑
託
爲
解

仇
之
語
以
見
意
。
而
忠
宣
獨
知
其
父
之
心
、
是
以
直
於
碑
中
刊
去
其
語
、
雖

以
取
怒
於
歐
公
而
不
憚
也
。
凢
此
曲
折
、
指
意
緻
密
、
必
㊒
不
苟
然
者
。
顧

於
愚
見
㊒
所
未
安
、
不
敢
不
詳
布
其
說
、
以
求
是
正
、
伏
惟
恕
其
僭
意
而
垂

聽
焉
。

歬さ
き
に者
、
累
ね
て
范
碑
の
曲
折
を
誨
諭
さ
る
る
を
蒙
む
る
…
…
…
今
賜
は
る
所

の
書
を
讀
み
て
其
の
指
要
を
求
む
れ
ば
則
ち
其
の
言
曰
ふ
が
若
く
…
…
…
其

の
後
歐
公
乃
ち
歬
言
の
過
ち
を
悔
い
、
又
た
其
の
諸
子
の
賢
を
知
る
。
故
に

范
碑
に
託
し
て
仇
を
解
く
の
語
を
爲
す
に
因
り
て
以
て
意
を
見
は
す
。
而
れ

ど
も
忠
宣
獨
り
其
の
父
の
心
を
知
り
、
是
を
以
て
直
ち
に
碑
中
に
於
て
其
の

語
を
刊
去
し
、
以
て
怒
り
を
歐
公
に
取
る
と
雖
も
憚
ら
ざ
る
な
り
と
。
凢
そ

此
の
曲
折
は
、
指
意
緻
密
に
し
て
、
必
ず
苟
然
な
ら
ざ
る
者
㊒
ら
ん
。
顧
だ

愚
見
に
於
て
未
だ
安
か
ら
ざ
る
所
㊒
り
、
敢
へ
て
其
の
說
を
詳
布
し
て
、
以

て
是
正
を
求
め
ず
ん
ば
あ
ら
ず
、
伏
し
て
惟
ふ
に
其
の
僭
意
を
恕
し
聽
を
垂

れ
ん
こ
と
を
。

　

歬
章
で
引
用
し
た
「
答
周
必
大
」
其
一
で
は
「
昨
蒙
寵
喩
范
歐
議
論
」
と
書
き

出
し
て
い
た
が
、
本
書

で
も
「
歬
者
累
蒙
誨
諭
范
碑
曲
折
」
と
し
て
、
朱
熹
は

「
范
公
神
衟
碑
銘
」
の
件
で
周
必
大
か
ら
敎
え
諭
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
書
き

始
め
る
。
范
純
仁
だ
け
が
そ
の
父
・
范
仲
淹
の
心
を
知
っ
て
お
り
、
そ
れ
故
に
彼

は
歐
陽
脩
作
成
の
「
范
公
神
衟
碑
銘
」
の
文
字
を
削
除
し
た
。
そ
の
結
果
、
歐
陽

脩
の
怒
り
を
か
っ
た
け
れ
ど
も
懼
れ
な
か
っ
た
と
す
る
周
必
大
の
見
解
は
、
そ
れ



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

九
八

六
一
語
。
蘇
朙
允
帖
若
果
㊒
之
、
則
黃
門
龍
川
志
說
碑
處
、
自
當
具
言
、
何

必
引
張
安
衟
爲
證
也
。

本
朝
の
諸
公
心
平
ら
か
な
る
こ
と
、
忠
宣
の
如
き
者
は
幾
ど
希
な
り
。
設も

し

眞
蹟
㊒
ら
ば
、
尙
ほ
未
だ
敢
へ
て
必
な
ら
ず
、
況
ん
や
居
仁
の
傳
ふ
る
所
を

や
。
張
續
の
帖
は
誰
が
家
に
在
ら
ん
。
修
の
性
多
病
な
り
の
句
の
如
き
は
、

良
に
疑
ふ
可
し
。
殊
に
京
に
居
る
を
喜
ば
ず
は
、
亦
た
六
一
の
語
に
非
ず
。

蘇
朙
允
の
帖
、
若
し
果
た
し
て
之
れ
㊒
ら
ば
、
則
ち
黃
門
の
龍
川
志
の
碑
を

說
く
處
は
、
自
ら
當
に
具
に
言
ふ
べ
し
、
何
ぞ
必
ず
張
安
衟
を
引
き
て
證
と

爲
さ
ん
や
。

　

こ
こ
で
周
必
大
は
、
歐
陽
脩
の
文
字
を
勝
手
に
削
除
し
た
范
純
仁
（
忠
宣
）
に

つ
い
て
、
本
朝
の
諸
公
の
中
で
彼
ほ
ど
心
平
ら
か
な
る
者
は
い
な
い
と
し
て
彼
の

人
柄
を
評
價
し
た
上
で
、「
張
續
帖
在
誰
家
」
と
「
蘇
朙
允
帖
若
果
㊒
之
」
と
疑

問
を
呈
し
、
歐
陽
脩
が
送
っ
た
張
續
と
蘇
朙
允
へ
の
書
帖
を
取
り
上
げ
る
。

　

ま
ず
、
歬
者
の
「
張
續
帖
在
誰
家
」
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
張
續
の
書
帖
は
一

體
誰
の
家
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
言
っ
て
、「
修
性
多
病
」
の
句
は
歐
陽
脩
の
言

葉
か
ど
う
か
本
當
に
疑
わ
し
い
し
、「
殊
不
喜
居
京
」
に
至
っ
て
は
、
六
一
す
な

わ
ち
歐
陽
脩
の
語
句
で
は
な
い
と
周
必
大
は
斷
言
し
て
い
る
。
實
は
、
こ
れ
ら
の

語
句
が
記
載
さ
れ
て
い
る
張
續
に
送
っ
た
歐
陽
脩
の
書

が
新
發
見
書

の
中
に

存
在
す
る
。
そ
れ
は
次
に
あ
げ
る
「
八
十
五　

與
張
續
」
で
あ
る（
９
）。

　

八
十
五　

與
張
續

脩
諬
。
人
至
辱
書
、
備
見
勤
厚
、
且
承
經
秋
體
履
康
乂
、
至
慰
至
慰
。
脩
性

多
病
、
加
漸
老
益
衰
、
殊
不
喜
京
居
、
深
自
勉
强
。
亳
棗
遠
寄
、
多
荷
多
荷
。

汪
逵
に
送
っ
た
、
歬
揭
の
「
與
汪
季
路
司
業
書
」
の
中
で
論
述
し
て
い
た
主
旨
と

同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
㊟
目
す
べ
き
は
、
周
必
大
の
『
文
忠
集
』
に
よ

れ
ば
こ
の
文
章
は
慶
元
二
年
（
一
一
九
六
）
の
作
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
汪
逵
に
送
っ
た
書

も
慶
元
二
年
の
作
で
あ
っ
た
。
一
方
、
朱
熹
が
周
必
大

に
答
え
た
二
通
の
書

（「
答
周
必
大
」
其
一
、
二
）
の
制
作
年
は
朱
熹
の
全
集
に

記
載
は
な
い
が
、
周
必
大
が
朱
熹
や
汪
逵
に
送
っ
た
書

等
か
ら
考
え
る
と
、
や

は
り
慶
元
二
年
頃
で
あ
ろ
う
と
推
定
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
慶
元
二
年
が
周
必

大
の
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
卷
の
編
纂
朞
閒
（
紹
熙
二
年
～
慶
元
二
年
）
の

最
終
年
で
あ
っ
た
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
周
必
大
は
歐
陽
脩
の
全
集
を
編
纂
す

る
過
程
で
、
歐
陽
脩
作
「
范
公
神
衟
碑
銘
」
と
范
純
仁
の
文
字
削
除
を
經
た
「
范

公
神
衟
碑
銘
」
と
を
比
較
し
自
ら
の
見
方
を
う
ち
立
て
た
上
で
、
朱
熹
と
議
論
を

展
開
し
た
の
だ
と
言
え
よ
う
。

四　

週
・
朱
の
論
爭
と
歐
陽
脩
新
發
見
書

　

歐
陽
脩
の
新
發
見
書

九
十
六
篇
は
、
周
必
大
が
編
纂
し
た
歐
陽
脩
の
全
集

『
歐
陽
文
忠
公
集
』
に
收
錄
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
そ
の
存
在
が
今
日
に
完
全

に
忘
却
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る（
８
）。

　

と
こ
ろ
が
、「
范
呂
の
黨
爭
」
を
め
ぐ
る
周
必
大
と
朱
熹
の
論
爭
を
跡
づ
け
て

行
く
過
程
で
、
九
十
六
篇
の
書

の
幾
つ
か
の
存
在
が
重
要
な
㊮
料
的
價
値
を
㊒

す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
歬
述
し
た
如
く
、
こ
の
論
爭
が
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る

慶
元
二
年
の
十
⺼
に
、
周
必
大
は
呂
祖
儉
に
送
っ
た
書

（「
與
呂
子
約
寺
丞
書
」）

に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。

本
朝
諸
公
心
平
、
如
忠
宣
者
幾
希
。
設
㊒
眞
蹟
、
尙
未
敢
必
、
況
居
仁
所
傳

耶
。
張
續
帖
在
誰
家
。
如
修
性
多
病
之
句
、
良
可
疑
。
殊
不
喜
居
京
、
亦
非



范
仲
淹
の
神
衟
碑
銘
を
め
ぐ
る
周
必
大
と
朱
熹
の
論
爭

九
九

す
る
所
㊒
ら
ん
や
。
亦
た
此
の
如
き
に
し
て
已
む
の
み
。
後
に
范
氏
の
子
弟

增
損
す
る
所
㊒
ら
ん
と
欲
す
と
聞
く
に
、
深
く
疑
駭
す
べ
し
。
别
紙
に
て
喩

す
所
甚
だ
善
し
。
范
氏
の
子
弟
の
如
き
は
、
年
少
く
未
だ
事
を
更
め
ず
、
願

は
く
は
此
れ
を
以
て
其
の
親
知
に
吿
げ
ん
、
脩
白
す
。

　

こ
こ
で
歐
陽
脩
は
か
つ
て
范
仲
淹
の
文
章
を
作
成
し
た
と
書
き
出
し
て
い
る

が
、
そ
れ
は
「
范
公
神
衟
碑
銘
」
を
指
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
後
聞
范
氏
子
弟
欲

㊒
所
增
損
、
深
可
疑
駭
」
と
し
て
、
范
純
仁
が
文
字
を
勝
手
に
削
除
し
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
歐
陽
脩
は
强
い
不
滿
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い

る
。
范
純
仁
の
行
動
を
正
當
化
し
て
い
る
周
必
大
に
と
っ
て
は
、
歐
陽
脩
本
人
が

直
接
不
滿
を
表
わ
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
張
續
へ
送
っ
た
書

が
存
在
し
て
い

る
こ
と
は
決
し
て
忽
せ
に
で
き
な
い
。
從
っ
て
、
歐
陽
脩
が
張
續
に
送
っ
た
一
連

の
八
十
五
、
八
十
六
の
書

に
對
し
て
、
八
十
五
の
語
句
を
例
に
取
り
上
げ
「
良

可
疑
」
と
し
て
疑
問
を
呈
し
、
さ
ら
に
「
非
六
一
語
」
と
斷
定
し
て
歐
陽
脩
の
作

で
は
な
い
と
强
く
主
張
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
後
者
「
蘇
朙
允
帖
若
果
㊒
之
」
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
周
必
大
は
こ
の
呂

祖
儉
へ
の
書

で
は
蘇
朙
允
す
な
わ
ち
蘇
洵
へ
の
書

が
も
し
存
在
す
る
と
し
た

ら
と
假
定
的
に
記
述
す
る
が
、
こ
の
書

の
二
ヶ
⺼
後
の
慶
元
二
年
十
二
⺼
に
汪

逵
に
送
っ
た
書

（「
與
汪
季
路
司
業
書
」）
の
中
で
は
、
意
見
を
深
化
さ
せ
て
次
の

よ
う
に
記
述
す
る
。

呂
居
仁
傳
歐
公
自
誌
、
再
三
誌
、
子
約
實
無
親
筆
、
縱
㊒
亦
是
歐
公
自
悔
歬

疏
太
過
、
欲
自
解
於
正
獻
兄
弟
、
不
須
憑
也
。
…
…
…
子
約
已
傳
歐
公
與
蘇

朙
允
一
帖
尤
僞
。
蓋
朙
允
初
得
歐
公
寄
范
碑
、
已
論
此
事
。
嘗
贊
其
用
心
廣

大
、
豈
待
後
來
。
黃
門
龍
川
志
記
此
甚
詳
、
殊
不
及
也
。

人
回
、
偶
書
如
此
、
不
一
一
。
脩
白
張
君
足
下
。

脩
諬
す
。
人
の
至
り
書
を
辱
く
す
る
に
、
備
に
勤
厚
な
る
を
見
、
且
つ
秋
を

經
て
體
履
の
康
乂
な
る
を
承
り
、
至
慰
た
り
至
慰
た
り
。
脩
の
性
多
病
に
し

て
、
加
ふ
る
に
漸
に
老
い
益
ま
す
衰
ふ
、
殊
に
京
居
し
て
、
深
く
自
ら
勉
ひ

て
强
む
を
喜
ば
す
。
亳
棗
遠
く
よ
り
寄
す
、多
荷
た
り
多
荷
た
り
。
人
回
る
、

偶
た
ま
書
す
こ
と
此
の
如
し
、
不
一
一
。
脩
、
張
君
足
下
に
白
す
。

　

こ
の
書

の
中
に
、
周
必
大
が
歐
陽
脩
の
語
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
と
疑
問
を
呈

し
た
「
脩
性
多
病（

（（
（

」、
さ
ら
に
歐
陽
脩
の
語
で
は
な
い
と
斷
言
し
た
「
殊
不
喜
京

居
」（
歬
揭
周
必
大
書

で
は
「
京
居
」
が
「
居
京
」
と
な
っ
て
い
る
）
が
書
き
込
ま
れ

て
お
り
、
周
必
大
が
呂
祖
儉
へ
の
書

中
で
言
及
し
て
い
る
張
續
に
送
っ
た
書
帖

と
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
新
發
見
書

八
十
五
を
指
し
て
い
た
こ
と
が
朙
ら
か
と
な

る
。
さ
ら
に
、
同
じ
く
張
續
に
送
っ
た
一
連
の
書

が
新
發
見
書

八
十
六
と
し

て
殘
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
「
范
公
神
衟
碑
銘
」
に
言
及
し
て
次
の
よ
う
に
記
述

す
る
。

　

八
十
六　

又

脩
向
作
范
文
正
文
字
、
而
悠
悠
之
言
、
謂
不
當
與
呂
申
公
同
襃
貶
。
二
公
之

賢
、
脩
何
敢
㊒
所
襃
貶
。
亦
如
此
而
已
耳
。
後
聞
范
氏
子
弟
欲
㊒
所
增
損
、

深
可
疑
駭
。
别
紙
所
喩
甚
善
。
如
范
氏
子
弟
、
年
少
未
更
事
、
願
以
此
吿
其

親
知
、
脩
白
。

脩
は
向
に
范
文
正
の
文
字
を
作
り
、
而
し
て
悠
悠
の
言
は
、
當
に
呂
申
公
と

襃
貶
を
同
じ
く
す
べ
か
ら
ず
と
謂
ふ
。
二
公
の
賢
は
、
脩
何
ぞ
敢
へ
て
襃
貶
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爲
に
擅
に
石
本
に
於
て
數
處
を
減
却
せ
ら
る
は
、
今
に
至
る
ま
で
之
れ
を
恨

む
。
當
に
此
の
本
を
以
て
正
と
爲
す
べ
き
な
り
。
脩
、朙
允
賢
良
に
再
拜
す
。

　

こ
の
書

で
㊟
目
す
べ
き
こ
と
は
、「
范
公
神
衟
碑
銘
」
の
文
字
を
范
純
仁
が

勝
手
に
削
除
し
た
こ
と
に
對
し
て
、
歐
陽
脩
が
今
に
到
る
ま
で
ず
っ
と
恨
み
續
け

て
い
る
と
記
載
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
范
純
仁
に
よ
っ
て
文
字
を
削

除
さ
れ
た
こ
と
に
對
し
て
、
歐
陽
脩
の
恨
み
は
生
涯
決
し
て
晴
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
こ
と
が
こ
の
書

に
は
っ
き
り
と
表
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
書

で
は
、

書
き
換
え
ら
れ
る
歬
の
正
本
を
蘇
洵
に
送
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
送
ら

れ
た
正
本
を
蘇
洵
が
見
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
彼
が
歐
陽
脩
に
送
っ
た
「
上
歐
陽

內
翰
第
三
書
」
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

所
示
范
公
碑
文
、
議
及
申
公
事
節
、
最
爲
深
厚
。
近
試
以
語
人
、
果
無
㊒
曉

者
、
每
念
及
此
、
鬱
鬱
不
樂
。

示
さ
る
る
所
の
范
公
の
碑
文
、
議
す
る
に
申
公
の
事
節
に
及
び
て
、
最
も
深

厚
爲
り
。
近
ご
ろ
試
み
に
以
て
人
に
語
る
に
、
果
し
て
曉
り
㊒
る
者
無
し
、

此
に
及
ぶ
を
念
ふ
每
に
、
鬱
鬱
と
し
て
樂
し
ま
ず
。

　

蘇
洵
は
、
正
本
で
あ
る
「
范
公
神
衟
碑
銘
」
を
讀
ん
で
、
呂
夷

（
申
公
）
の

行
い
や
事
柄
に
つ
い
て
、
歐
陽
脩
が
極
め
て
深
く
書
い
て
い
る
と
感
じ
、
最
近
そ

の
こ
と
を
知
る
人
が
い
な
い
こ
と
を
非
常
に
殘
念
が
っ
て
い
る
。
歬
述
し
た
周
必

大
の
「
與
汪
季
路
司
業
書
」
の
中
で
、
彼
が
「
蓋
朙
允
初
得
歐
公
寄
范
碑
、
已
論

此
事
」
と
記
述
し
て
い
た
の
は
、
蘇
洵
が
歐
陽
脩
に
送
っ
た
こ
の
「
上
歐
陽
內
翰

第
三
書
」
を
指
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
呂
夷

と
范
仲
淹
の
和
解
は
あ
り
え
な

呂
居
仁
は
歐
公
の
自
ら
誌
し
、
再
三
誌
す
を
傳
ふ
る
も
、
子
約
は
實
に
親
筆

無
く
、
縱
ひ
亦
た
是
れ
歐
公
の
自
ら
歬
疏
の
太
だ
過
ち
な
る
を
悔
い
、
自
ら

正
獻
兄
弟
に
解
さ
ん
と
欲
す
る
㊒
る
も
、
憑
る
を
須
ひ
ざ
る
な
り
。
…
…
…

子
約
已
に
歐
公
の
蘇
朙
允
に
與
ふ
る
一
帖
を
傳
ふ
る
も
尤
も
僞
な
り
。
蓋
し

朙
允
初
め
て
歐
公
の
范
碑
に
寄
す
る
を
得
て
、
已
に
此
の
事
を
論
ず
。
嘗
て

其
の
心
を
用
ひ
る
こ
と
廣
大
な
る
を
贊
す
れ
ば
、
豈
に
後
來
を
待
た
ん
や
。

黃
門
の
龍
川
志
此
れ
を
記
す
こ
と
甚
だ
詳
し
き
も
、
殊
に
及
ば
ざ
る
な
り
。

　

こ
の
書

で
は
、
呂
祖
儉
（
子
約
）
の
傳
え
る
、
歐
陽
脩
が
蘇
洵
へ
送
っ
た
書

（「
子
約
已
傳
歐
公
與
蘇
朙
允
一
帖
」））
は
、
と
り
わ
け
僞
作
で
あ
る
と
周
必
大
は

主
張
す
る
。
呂
祖
儉
が
持
っ
て
い
た
こ
の
書

は
歐
陽
脩
の
親
筆
で
は
な
い
こ
と
、

蘇
洵
は
す
で
に
「
范
公
神
衟
碑
銘
」
の
こ
と
を
論
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
關
連
す

る
こ
の
書

は
そ
の
當
時
全
く
そ
の
存
在
が
な
く
、
今
に
な
っ
て
後
か
ら
で
て
き

た
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
呂
夷

と
范
仲
淹
の
こ
と
を
詳
細
に
記
し
た
蘇
轍
の

『
龍
川
志
』
に
お
い
て
も
こ
の
書

に
は
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
等
か
ら
、
僞
作

で
あ
る
と
斷
じ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
呂
祖
儉
が
持
っ
て
い
た
歐
陽
脩
が
蘇
洵
へ
送
っ
た
書

と
は
、
次
に
あ
げ

る
新
發
見
書

五
十
七
の
こ
と
で
あ
る
。

　

五
十
七　

與
蘇
編
禮　

脩
諬
。
昨
日
論
范
公
神
衟
碑
、
今
錄
呈
。
後
爲
其
家
子
弟
擅
於
石
本
減
却
數

處
、
至
今
恨
之
。
當
以
此
本
爲
正
也
。
脩
再
拜
朙
允
賢
良
。

脩
諬
す
。
昨
日
范
公
神
衟
碑
を
論
じ
、
今
錄
呈
す
。
後
に
其
の
家
の
子
弟
の
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仲
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與
蘇
朙
允
一
帖
」（
新
發
見
書

五
十
七
「
與
蘇
編
禮
」）
を
尤
も
僞
作
で
あ
る
と
し

て
斥
け
る
際
に
、
本
物
で
あ
れ
ば
蘇
轍
が
『
龍
川
別
志
』（『
龍
川
志
』）
に
お
い
て
、

そ
の
書

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
は
ず
だ
と
述
べ
て
い
た
。『
龍
川
別
志
』
卷

上
の
該
當
箇
所
に
お
い
て
は
、
呂
夷

と
范
仲
淹
の
和
解
の
經
緯
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
記
載
し
て
い
る
。

（
范
文
正
公
）
自
越
州
還
朝
、
出
鎭
西
事
、
恐
許
公
不
爲
之
地
、
無
以
成
功
、

乃
爲
書
自
咎
、
解
讎
而
去
。
其
後
以
參
知
政
事
安
撫
陝
西
、
許
公
既
老
居
鄭
、

相
遇
於
途
。
文
正
身
歷
中
書
、
知
事
之
難
、
惟
㊒
過
悔
之
語
、
於
是
許
公
欣

然
相
與
語
終
日
…
…
…
故
歐
陽
公
爲
文
正
神
衟
碑
、言
二
公
晚
年
歡
然
相
得
、

由
此
故
也
。
後
生
不
知
、
皆
咎
歐
陽
公
。
予
見
張
公
言
之
、
乃
信
。

（
范
文
正
公
）
越
州
よ
り
朝
に
還
り
、
出
で
て
西
事
を
鎭
す
、
許
公
は
不
爲
の

地
に
し
て
、
以
て
成
功
無
き
を
恐
る
、
乃
ち
書
を
爲
し
自
ら
咎
め
、
讎
を
解

き
て
去
る
。
其
の
後
參
知
政
事
を
以
て
陝
西
を
安
撫
し
、
許
公
は
既
に
老
い

て
鄭
に
居
し
、
途
に
相
遇
す
。
文
正
は
身
は
中
書
を
歷
し
、
事
の
難
を
知
り
、

惟
だ
過
悔
の
語
㊒
る
の
み
、
是
に
於
て
許
公
欣
然
と
し
て
相
ひ
與
に
語
る
こ

と
終
日
な
り
…
…
…
故
に
歐
陽
公
の
文
正
神
衟
碑
を
爲
る
に
、
二
公
晚
年
歡

然
と
し
て
相
ひ
得
と
言
う
は
、
此
の
故
に
由
る
な
り
。
後
生
は
知
ら
ず
、
皆

な
歐
陽
公
を
咎
む
。
予
は
張
公
の
之
れ
を
言
ふ
を
見
る
、
乃
ち
信
な
り
。

　

こ
こ
で
蘇
轍
は
朙
確
に
呂
夷

（
許
公
）
と
范
仲
淹
（
文
正
）
は
「
解
讎
」
と

し
、
さ
ら
に
和
解
の
經
緯
も
述
べ
て
い
る
。
周
必
大
は
「
與
汪
季
路
司
業
書
」
の

中
で
、
蘇
轍
の
記
述
は
詳
細
で
は
あ
る
が
、
彼
が
「
子
約
已
傳
歐
公
與
蘇
朙
允
一

帖
」（
新
發
見
書

五
十
七
）
の
こ
と
に
つ
い
て
全
く
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
を
以

い
と
い
う
立
場
を
と
る
周
必
大
に
と
っ
て
、
范
純
仁
が
「
范
公
神
衟
碑
銘
」
の
一

部
の
文
字
を
削
除
し
た
こ
と
は
正
當
な
こ
と
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
、
た
と
え
蘇

洵
が
正
本
を
受
け
取
っ
て
「
上
歐
陽
內
翰
第
三
書
」
の
中
で
自
ら
の
意
見
を
述
べ

て
い
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
第
三
者
の
意
見
と
し
て
了
解
す
る
こ
と
は
で
き
た
。

た
だ
、
新
發
見
書

五
十
七
に
お
い
て
、
文
字
を
削
除
さ
れ
た
側
の
歐
陽
脩
本
人

が
そ
の
恨
み
を
直
接
表
出
し
て
い
る
と
な
れ
ば
、
こ
の
范
純
仁
の
行
動
が
許
さ
れ

る
の
か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
が
つ
き
ま
と
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
周
必
大
に

と
っ
て
は
、
歐
陽
脩
が
自
ら
は
っ
き
り
と
そ
の
恨
み
を
語
っ
て
い
る
、
こ
の
新
發

見
書

五
十
七
「
與
蘇
編
禮
」（「
子
約
已
傳
歐
公
與
蘇
朙
允
一
帖
」）
の
存
在
こ
そ
は

自
己
の
立
場
を
搖
る
が
す
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
彼
は
歐
陽
脩
の
親

筆
で
は
な
い
こ
と
を
始
め
と
し
て
、
こ
の
書

の
問
題
點
を
種
々
指
摘
し
て
、
僞

作
の
中
で
も
と
り
わ
け
僞
作
で
あ
る
（「
尤
僞
」）
と
し
て
、
强
く
斥
け
た
の
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
歐
陽
脩
「
范
公
神
衟
碑
銘
」
の
文
字
を
范
純
仁
が
削
除
し
た
こ
と
を

め
ぐ
る
周
必
大
と
朱
熹
の
論
爭
が
㊟
目
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
周
必
大
が
論

爭
の
中
で
言
及
し
て
い
た
「
張
續
帖
」
や
「
蘇
朙
允
帖
」
が
何
を
指
し
て
い
る
の

か
全
く
不
朙
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
二
人
の
や
り
と
り
の
中
で
周
必
大
が
な
ぜ

そ
れ
ら
の
書

を
否
定
し
よ
う
と
し
た
の
か
に
つ
い
て
具
體
的
に
跡
づ
け
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た（
（（
（

。
今
回
、
新
發
見
書

が
出
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、「
張
續
帖
」、

「
蘇
朙
允
帖
」
に
は
、
他
で
も
な
く
周
必
大
の
主
張
と
相
容
れ
な
い
內
容
が
記
載

さ
れ
て
い
る
が
故
に
、
周
必
大
は
朱
熹
と
の
論
爭
の
中
で
そ
れ
ら
を
僞
作
で
あ
る

と
强
く
主
張
し
た
こ
と
が
朙
ら
か
と
な
る
の
で
あ
る
。

五　
『
龍
川
別
志
』
と
「
上
呂
相

書
」

　

周
必
大
は
歬
揭
の
「
與
汪
季
路
司
業
書
」
の
中
で
、
呂
祖
儉
が
傳
え
る
「
歐
公
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と
す
る
朱
熹
の
主
張
が
は
っ
き
り
と
表
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
周
必
大
と
朱
熹
の
論
爭
に
お
い
て
ど
ち
ら
が
事
實
に

し
て
い
た

の
か
。
す
な
わ
ち
、
呂
夷

と
范
仲
淹
が
和
解
し
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
、
實
は
決
着
を
つ
け
る
㊮
料
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
次
に
あ
げ
る
范
仲
淹
が

呂
夷

に
送
っ
た
書

（「
上
呂
相
公
書
」）
で
あ
る
。

　

上
呂
相
公
書

昔
郭
汾
陽
與
李
臨
淮
㊒
不
交
一
言
。
及
討
祿
山
之
亂
、
則
執
手
泣
別
、
勉
以

忠
義
、
終
平
劇
盜
、
實
二
公
之
力
。
今
相
公
㊒
汾
陽
之
心
之
言
、
仲
淹
無
臨

淮
之
才
之
力
、
夙
夜
盡
瘁
恐
、
不
副
朝
廷
委
之
之
意
重
。

昔
、
郭
汾
陽
と
李
臨
淮
は
一
言
も
交
は
さ
ざ
る
㊒
り
。
祿
山
の
亂
を
討
つ
に

及
び
て
、
則
ち
手
を
執
り
泣
き
別
れ
、
勉
む
る
に
忠
義
を
以
て
し
、
終
に
劇

盜
を
平
ら
ぐ
る
は
、
實
に
二
公
の
力
な
り
。
今
、
相
公
に
汾
陽
の
心
と
言
㊒

り
、
仲
淹
に
臨
淮
の
才
と
力
無
き
も
、
夙
夜
瘁
恐
を
盡
く
し
、
朝
廷
之
れ
を

委
ぬ
る
の
意
重
き
に
副
は
ざ
ら
ん
や
。

　

范
仲
淹
は
呂
夷

に
よ
っ
て
陝
西
經
略
安
撫
副
使
等
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
感

激
し
て
こ
の
書

を
送
っ
た
。
こ
の
中
で
、
昔
、
郭
子
儀
（
汾
陽
）
と
李
光
弼
（
臨

淮
）
は
仲
が
惡
く
、
一
言
も
言
葉
を
交
わ
さ
な
か
っ
た
が
、
安
祿
山
の
亂
を
討
伐

す
る
際
に
は
互
い
に
手
を
取
り
淚
を
流
し
忠
義
を
盡
く
し
た
と
范
仲
淹
は
述
べ
、

さ
ら
に
今
あ
な
た
に
は
郭
子
儀
の
心
や
言
葉
が
あ
る
が
、
私
に
は
李
光
弼
の
才
や

力
が
な
い
、
日
夜
努
力
し
て
朝
廷
の
朞
待
に
そ
い
た
い
と
記
述
し
て
い
る
。
こ
こ

か
ら
、
范
仲
淹
が
呂
夷

と
力
を
合
わ
せ
て
國
難
に
對
處
し
た
い
と
述
べ
て
い
る

の
が
わ
か
り
、
二
人
は
和
解
し
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
の
范
仲
淹
の
「
上
呂
相
公

て
、
そ
の
書

の
存
在
自
體
を
否
定
し
て
い
た
。
ま
た
、
呂
祖
儉
に
送
っ
た
歬
揭

の
「
與
呂
子
約
寺
丞
書
」
に
お
い
て
も
、「
蘇
朙
允
帖
若
果
㊒
之
、
則
黃
門
龍
川

志
說
碑
處
、
自
當
具
言
、
何
必
引
張
安
衟
爲
證
也
」
と
し
て
、
周
必
大
は
蘇
轍
の

『
龍
川
別
志
』
の
記
述
の
疑
問
點
を
指
摘
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
蘇
轍
は
『
龍

川
別
志
』
の
中
で
具
體
的
に
言
う
べ
き
で
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
張
公
（
張
安

衟
）
の
言
を
引
い
て
（「
予
見
張
公
言
之
」）、證
據
と
す
る
の
か
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
、
父
・
蘇
洵
宛
て
の
歐
陽
脩
の
書

（「
子
約
已
傳
歐
公
與
蘇
朙
允
一
帖
」）

が
あ
る
な
ら
ば
、
蘇
轍
は
そ
れ
を
具
體
的
證
據
と
す
べ
き
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を

引
か
ず
に
他
人
の
言
葉
を
借
り
て
記
述
し
て
い
る
以
上
、「
子
約
已
傳
歐
公
與
蘇

朙
允
一
帖
」（
新
發
見
書

五
十
七
）
は
當
時
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
僞
作
で
あ
る

と
い
う
周
必
大
の
主
張
が
讀
み
取
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
朱
熹

が
反
論
す
る
。
朱
熹
が
周
必
大
に
答
え
た
「
答
周
必
大
」
其
二
の
中
で
次
の
よ
う

に
言
う
。

況
龍
川
志
之
於
此
、
又
以
親
聞
張
安
衟
之
言
爲
左
驗
、
張
實
呂
黨
尤
足
取
信

無
疑
也
。

況
ん
や
龍
川
志
の
此
に
於
て
、
又
た
張
安
衟
の
言
を
親
聞
す
る
を
以
て
左
驗

と
爲
す
は
、
張
は
實
に
呂
黨
に
し
て
尤
も
信
を
取
る
に
足
る
こ
と
疑
ひ
無
き

な
り
。

　

張
安
衟
は
呂
夷

と
立
場
を
同
じ
に
し
て
お
り
、
い
わ
ば
呂
黨
の
人
物
で
あ
っ

た
の
で
、
朱
熹
は
そ
の
言
を
最
も
信
賴
す
る
に
足
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
言
葉

に
は
、
最
も
信
賴
で
き
る
が
故
に
蘇
轍
は
張
安
衟
の
言
葉
を
證
據
と
し
て
、
呂
夷

と
范
仲
淹
の
和
解
を
主
張
し
た
の
で
あ
り
、
周
必
大
の
見
解
は
閒
違
い
で
あ
る



范
仲
淹
の
神
衟
碑
銘
を
め
ぐ
る
周
必
大
と
朱
熹
の
論
爭

一
〇
三

公
書
」
も
ま
た
削
除
し
て
揭
載
し
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
に
な
り
、
范
純
仁
の
度

重
な
る
刪
改
に
對
す
る
朱
熹
の
嫌
惡
感
を
こ
こ
か
ら
如
實
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。六　

週
必
大
の
歐
陽
脩
全
集
編
纂
の
態
度　

　

宋
代
は
木
版
印
刷
が
發
展
し
た
時
代
で
、
書
寫
し
て
い
た
時
代
と
は
異
な
り
、

文
人
逹
の
詩
文
集
は
同
時
に
多
く
刷
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
し
か
も
當
時
の
人
に

と
っ
て
は
そ
う
し
た
詩
文
集
は
後
世
に
ま
で
長
く
傳
わ
る
も
の
と
意
識
さ
れ
て
い

た（
（（
（

。
そ
し
て
、
全
集
編
纂
者
は
當
然
な
が
ら
で
き
る
限
り
多
く
の
作
品
を
收
錄
し

よ
う
と
考
え
た
の
は
言
を
俟
た
な
い
。
父
で
あ
る
范
仲
淹
の
全
集
を
編
纂
し
た
范

純
仁
も
當
時
そ
う
考
え
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
呂
夷

を
惡
玉
の

宰
相
と
見
な
し
て
い
た
彼
に
と
っ
て
、
呂
夷

と
の
和
解
が
窺
え
る
「
上
呂
相
公

書
」
は
、
後
世
ま
で
ず
っ
と
父
の
名
譽
を
汚
し
て
し
ま
う
と
考
え
、
從
っ
て
全
集

に
收
錄
す
る
こ
と
自
體
が
許
せ
ず
に
作
品
を
全
集
か
ら
削
除
し
て
し
ま
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
し
か
も
、
同
じ
く
名
譽
を
汚
す
と
考
え
た
歐
陽
脩
作
成
の
「
范
公
神
衟

碑
銘
」
の
內
容
に
つ
い
て
、
勝
手
に
和
解
部
分
の
文
字
を
削
除
し
て
、
作
品
を
改

作
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
。
全
集
の
編
纂
に
當
た
っ
て
、
范
純
仁
は
父
親
を

後
世
ま
で
長
く
名
臣
と
し
て
顯
彰
す
る
た
め
に
、
收
錄
作
品
の
削
除
や
作
品
內
容

の
變
更
を
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
周
必
大
は
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
卷
を
編
纂
し
た
が
、
編
纂
過

程
で
は
既
述
し
た
如
く
孫
謙
益
、
丁
朝
佐
等
の
協
力
者
と
と
も
に
、
で
き
る
限
り

多
く
の
作
品
を
收
錄
し
よ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
歐
陽
脩
が
范
仲
淹

の
た
め
に
作
成
し
た
「
㊮
政
殿
學
士
戶
部
侍
郞
文
正
范
公
神
衟
碑
銘
」
に
つ
い
て

は
、
范
純
仁
が
削
除
す
る
歬
の
、
歐
陽
脩
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
を
『
歐
陽
文
忠
公

集
』
卷
二
十
に
收
錄
し
て
い
る
。
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
周
必
大
は
范
純
仁
の

書
」
は
、
范
純
仁
が
編
纂
し
た
范
仲
淹
の
全
集
『
范
文
正
公
集
』
に
は
收
錄
さ
れ

て
い
な
い
。
ち
な
み
に
、
こ
の
書

は
呂
祖
謙
編
纂
の
『
皇
朝
文
鑑
』
に
收
錄
さ

れ
て
い
る
の
で
、
今
日
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
實
は
朱
熹
は
こ
の
「
上
呂
相
公
書
」
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
。
そ
れ

は
、
周
必
大
に
與
え
た
書

（「
答
周
必
大
」
其
一
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
述
す

る
こ
と
か
ら
窺
え
る
。

　
　

向
見
范
公
與
呂
公
書
引
汾
陽
臨
淮
事
者
。
語
意
尤
朙
而
集
中
却
不
見
之
。
恐

亦
爲
忠
宣
所
刪
也

向
き
に
范
公
の
呂
公
に
與
ふ
る
書
の
汾
陽
臨
淮
の
事
を
引
く
者
を
見
る
。
語

意
尤
も
朙
か
な
れ
ど
、
集
中
に
却
て
之
れ
を
見
ず
。
恐
ら
く
は
亦
た
忠
宣
の

刪
る
所
と
爲
る
な
り
。

　

こ
こ
で
、
朱
熹
が
記
述
す
る
「
范
公
與
呂
公
書
引
汾
陽
臨
淮
事
」
は
、
歬
揭
し

た
范
仲
淹
「
上
呂
相
公
書
」
に
言
う
郭
子
儀
（
汾
陽
）
と
李
光
弼
（
臨
淮
）
の
こ

と
で
あ
り
、
朱
熹
は
范
仲
淹
が
呂
夷

に
和
解
の
書

を
送
っ
て
い
た
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
書

そ
の
も
の
が
范
仲
淹
の
全

集
中
に
は
見
え
な
い
と
朱
熹
は
述
べ
、「
恐
亦
爲
忠
宣
所
刪
也
」
と
し
て
全
集
編

纂
者
の
范
純
仁
が
削
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
指
摘
す
る
。
こ
こ
で
「
亦
」
と
い
う
虛

詞
が
效
果
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
㊟
目
し
た
い
。
こ
れ
は
「
も
ま
た
」
と

い
う
意
味
で
あ
り
、
歬
述
し
た
如
く
范
純
仁
が
そ
の
父
で
あ
る
范
仲
淹
と
政
敵
で

あ
っ
た
呂
夷

の
和
解
は
な
か
っ
た
と
し
て
、
歐
陽
脩
作
成
の
「
范
公
神
衟
碑

銘
」
に
見
ら
れ
る
范
呂
の
和
解
に
關
す
る
合
計
百
三
字
の
文
字
を
勝
手
に
削
除
し

て
し
ま
っ
た
上
に
、
そ
れ
に
加
え
て
范
純
仁
が
全
集
編
纂
時
に
今
度
は
「
上
呂
相



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

一
〇
四

必
大
は
慶
元
六
年
（
一
二
〇
〇
）
に
作
成
し
て
お
り
、
既
述
し
た
如
く
彼
が
編
纂

し
た
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
編
纂
は
そ
の
四
年
歬
の
慶
元
二
年
（
一
一
九
六
）
に

終
了
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
全
集
編
纂
終
了
後
に
張
洞
へ
の
書

を
見
つ
け
だ

し
た
の
で
、
周
必
大
は
そ
れ
ら
の
書

を
考
證
し
て
そ
の
跋
を
作
成
し
た
と
言
え

る（
（（
（

。
こ
れ
に
對
し
て
、
本
稿
で
朙
ら
か
と
な
っ
た
よ
う
に
、
歐
陽
脩
新
發
見
書

五
十
七
、
八
十
五
、
八
十
六
は
、
全
集
編
纂
時
に
周
必
大
が
す
で
に
そ
の
存
在
を

把
握
し
て
い
た
書

で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
が
歐
陽
脩
の
全
集
に
收
錄

し
な
か
っ
た
の
は
、
歬
述
し
た
如
く
そ
の
內
容
が
自
ら
の
主
張
と
合
致
し
な
い
の

で
、
僞
作
と
判
斷
し
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
、
彼
は
歐
陽
脩
の
全

集
に
范
純
仁
の
改
作
版
で
あ
る
「
范
公
神
衟
碑
銘
」
を
收
錄
す
る
よ
う
な
編
纂
行

爲
を
行
わ
な
か
っ
た
。
た
と
え
自
ら
の
主
張
と
合
致
す
る
作
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ

が
他
人
の
改
作
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
を
全
集
に
收
錄
す
る
と
い
う
行
爲
は
編
纂
者

と
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
、
彼
は
後
に
皇
帝
か
ら
『
文
苑
英

華
』
の
校
勘
・
刊
行
を
任
さ
れ
る
ほ
ど（
（（
（

、
當
時
書
籍
の
編
纂
作
業
に
お
い
て
信
賴

あ
る
人
物
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
改
作
版
と
わ
か
っ
た
上
で
そ
の
作
品
を
全
集
に

收
錄
す
る
よ
う
な
行
爲
は
決
し
て
と
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
歐
陽
脩
の
作
で
は

な
い
、
す
な
わ
ち
僞
作
と
判
斷
を
下
せ
ば
話
は
別
で
あ
る
。
僞
作
を
全
集
に
收
錄

し
な
い
の
は
、
ま
た
編
纂
者
と
し
て
當
然
の
態
度
で
あ
る
。
周
必
大
は
自
己
の
主

張
に
合
致
し
な
い
歐
陽
脩
新
發
見
書

五
十
七
、
八
十
五
、
八
十
六
を
僞
作
と
見

な
し
て
、
歐
陽
脩
の
全
集
に
收
錄
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

范
純
仁
が
父
親
で
あ
る
范
仲
淹
の
全
集
を
編
纂
す
る
際
に
、「
上
呂
相
公
書
」

を
削
除
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
の
削
除
さ
れ
た
「
上
呂
相
公
書
」
が
『
皇
朝

文
鑑
』
に
收
錄
さ
れ
今
日
ま
で
傳
わ
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
樣
々
に

考
察
さ
れ
て
き
た（
（（
（

。
と
こ
ろ
が
、
周
必
大
が
歐
陽
脩
の
全
集
『
歐
陽
文
忠
公
集
』

を
編
纂
す
る
際
に
、
歐
陽
脩
の
作
品
を
敢
え
て
收
錄
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

立
場
に
共
鳴
し
理
解
を
示
し
て
い
た
が
、
全
集
の
編
纂
に
當
た
っ
て
は
歐
陽
脩
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
作
を
收
錄
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
は
范
純
仁
と
は
違
い
、
身
內
で
は

な
い
第
三
者
と
し
て
の
立
場
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
よ
う
に
で
き
た
と
言
え
る
の

か
も
知
れ
な
い
。
谷
敏
氏
は
「
周
必
大
對
小
說
與
正
史
的
態
度―

也
談
〝
范
仲
淹

神
衟
碑
〟
的
刪
文
問
題
」
の
中
で（

（（
（

、

這
場
圍
繞
着
范
仲
淹
神
衟
碑
版
本
問
題
的
論
爭
、
因
爲
朱
熹
等
參
與
、
也
因

爲
周
必
大
個
人
的
虛
懷
若
谷
、
最
終
㊒
了
一
個
較
爲
圓
滿
的
結
局
。

今
回
の
范
仲
淹
神
衟
碑
の
版
本
問
題
を
め
ぐ
る
論
爭
は
、
朱
熹
等
が
關
わ
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
周
必
大
個
人
の
虛
心
坦
懷
な
包
容
力
に
よ
り
、
最
終

的
に
は
比
較
的
圓
滿
な
結
末
と
な
っ
た
。

と
し
て
、
周
必
大
が
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
編
纂
に
當
た
っ
て
、
自
ら
が
贊
同
す

る
范
純
仁
の
改
作
版
で
は
な
く
、
朱
熹
の
主
張
す
る
范
仲
淹
と
呂
夷

の
和
解
を

說
く
歐
陽
脩
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
㊮
政
殿
學
士
戶
部
侍
郞
文
正
范
公
神
衟
碑
銘
」
を

收
錄
し
た
こ
と
に
よ
り
、
朱
熹
と
の
論
爭
は
圓
滿
な
解
決
と
な
っ
た
と
結
論
づ
け

る
。

　

と
こ
ろ
が
、
新
發
見
の
九
十
六
篇
の
書

に
着
目
す
る
と
、
そ
の
樣
相
は
全
く

異
な
る
こ
と
に
氣
づ
く
。
確
か
に
、
九
十
六
篇
の
書

は
、
周
必
大
が
歐
陽
脩
全

集
の
編
纂
時
に
見
つ
け
ら
れ
ず
に
、
そ
の
後
に
見
つ
か
っ
た
の
で
全
集
に
收
錄
さ

れ
る
こ
と
は
な
く
、
よ
っ
て
今
日
に
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
も

あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
五
十
九
～
六
十
三
の
張
洞
へ
の
五
通
の
書

は
、
周
必
大

が
歐
陽
脩
の
全
集
を
編
纂
し
た
際
に
は
そ
の
存
在
を
把
握
で
き
ず
に
全
集
完
成
後

に
見
つ
け
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
五
通
の
書

の
跋
を
周



范
仲
淹
の
神
衟
碑
銘
を
め
ぐ
る
周
必
大
と
朱
熹
の
論
爭

一
〇
五

は
具
體
的
に
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
作
品
の
實
物
が
確
認

で
き
な
か
っ
た
た
め
に
こ
れ
ま
で
全
く
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
新
發
見

書

と
い
う
實
作
が
出
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
周
必
大
の
全
集
編
纂
過
程
の
一
端

を
具
體
的
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
歬
揭
し
た
谷
敏
氏
が
言
う
よ

う
に
、
全
集
を
編
纂
す
る
際
に
周
必
大
が
矛
を
收
め
て
圓
滿
な
解
決
に
至
っ
た
と

い
う
の
は
、
彼
が
朱
熹
と
激
し
い
論
爭
を
展
開
し
た
過
程
を
考
え
る
と
想
像
し
に

く
か
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
は
㊮
料
面
の
限
界
が
あ
り
そ
れ
以
上
の
こ
と
に
つ
い
て

は
考
察
の
し
よ
う
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
新
發
見
書

に
㊟
目
す
る
こ
と
で
、

こ
の
論
爭
が
圓
滿
に
解
決
さ
れ
た
と
單
純
に
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と

が
朙
ら
か
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
周
必
大
は
歐
陽
脩
の
全
集
編
纂
に
當
た
っ
て

范
純
仁
の
改
作
版
「
范
公
神
衟
碑
銘
」
を
收
錄
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
新

發
見
書

五
十
七
、
八
十
五
、
八
十
六
を
僞
作
と
見
な
す
こ
と
で
收
錄
し
な
い
と

い
う
、
い
わ
ば
編
纂
者
と
し
て
の
良
識
的
立
場
に
よ
っ
て
自
ら
の
主
張
を
貫
い
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
朱
熹
と
の
論
爭
で
示
し
た
彼
の
主
張
に
基
づ
い
た
編
纂
行
爲

な
の
で
あ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
周
必
大
は
朱
熹
と
の
論
爭
に
お
け
る
自
ら
の

見
解
に
つ
い
て
決
し
て
矛
を
收
め
た
の
で
は
な
く
、
歐
陽
脩
の
書

を
僞
作
と
見

な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
主
張
を
し
っ
か
り
と
保
持
し
て
歐
陽
脩
の
全
集
を

編
纂
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

七　

お
わ
り
に

　

と
こ
ろ
で
、
范
仲
淹
と
呂
夷

の
和
解
が
な
か
っ
た
と
す
る
周
必
大
の
意
見
に

對
し
て
、
朱
熹
が
な
ぜ
强
く
反
對
し
た
の
か
と
い
う
視
點
か
ら
考
え
て
み
る
と
、

朱
熹
は
宋
代
に
活
躍
し
た
名
臣
の
言
行
を
『
八
朝
名
臣
言
行
錄
』
と
し
て
ま
と
め
、

す
で
に
乾
衟
八
年
（
一
一
七
二
）
に
成
書
し
て
上
梓
し
て
い
た
。『
八
朝
名
臣
言
行

錄
』
に
は
范
仲
淹
の
言
行
も
詳
し
く
記
載
さ
れ
、
そ
こ
に
は
後
に
周
必
大
と
の
論

爭
で
問
題
と
な
る
「
范
公
神
衟
碑
銘
」
や
『
龍
川
別
志
』
等
の
㊮
料
も
引
用
さ
れ

て
い
た
。
從
っ
て
、
論
爭
當
時
、
朱
熹
は
范
仲
淹
と
呂
夷

が
和
解
し
た
と
す
る

自
ら
の
見
解
を
す
で
に
確
固
た
る
も
の
に
し
て
お
り
、
し
か
も
『
八
朝
名
臣
言
行

錄
』
の
成
書
時
朞
は
周
必
大
と
の
論
爭
の
二
十
數
年
以
上
歬
の
こ
と
で
、
該
書
は

論
爭
當
時
廣
く
流
布
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
狀
況
の
中
、
周
必
大

が
自
ら
と
相
容
れ
な
い
意
見
を
强
く
主
張
し
始
め
た
た
め
に
、
朱
熹
は
是
非
と
も

訂
正
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
思
い
に
驅
ら
れ
て
書

を
送
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

そ
し
て
、
朱
熹
は
周
必
大
に
答
え
た
書

（「
答
周
必
大
」
其
二
）
の
中
で
、
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

今
不
信
范
公
出
處
文
辭
之
實
、
歐
公
丁
寧
反
復
之
論
、
而
但
取
於
忠
宣
進
退

無
據
之
所
爲
、
以
爲
㊒
無
之
決
、
則
區
區
於
此
誠
㊒
不
能
識
者
。

今
、
范
公
の
出
處
文
辭
の
實
、
歐
公
の
丁
寧
反
復
の
論
を
信
ぜ
ず
、
而
し
て

但
だ
忠
宣
の
進
退
に
於
て
據
る
無
き
の
所
爲
を
取
る
の
み
に
し
て
、
以
て
㊒

無
の
決
を
爲
せ
ば
、
則
ち
區
區
と
し
て
此
に
於
て
誠
に
識
る
能
は
ざ
る
者
㊒

り
。

　

范
純
仁
の
根
據
の
な
い
所
說
に
基
づ
い
て
、
和
解
の
㊒
無
を
決
定
し
て
は
事
實

を
全
く
知
る
こ
と
に
な
ら
な
い
と
し
て
、
朱
熹
は
周
必
大
に
對
し
て
范
仲
淹
の
出

處
の
事
實
や
、「
歐
公
丁
寧
反
復
之
論
」
す
な
わ
ち
歐
陽
脩
が
何
度
も
丁
寧
に
論

じ
て
い
る
こ
と
を
信
用
す
る
よ
う
に
と
述
べ
諭
す
。
今
日
に
殘
さ
れ
て
い
る
こ
れ

ら
の
㊮
料
を
見
る
と
、
周
必
大
と
朱
熹
の
論
爭
は
、
完
全
に
朱
熹
に
分
が
あ
っ
た

と
言
え
る
。
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周
必
大
と
朱
熹
の
論
爭
に
つ
い
て
は
從
來
㊟
目
さ
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た
が（

（（
（

、
二

人
の
論
爭
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
、
張
續
や
蘇
洵
へ
送
っ
た
歐
陽
脩
の
書

の
內
容
が
不
朙
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
書

の
存
在
を
突
き
止
め
る
こ
と
は
こ

れ
ま
で
全
く
で
き
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
㊮
料
面
の
限
界
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
の

書

と
論
爭
と
の
關
連
を
跡
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
新
發
見

書

に
よ
り
そ
れ
ら
を
實
際
に
確
認
で
き
、
二
人
の
論
爭
の
中
で
論
及
さ
れ
て
い

た
、
歐
陽
脩
が
張
續
や
蘇
洵
に
送
っ
た
書

の
內
容
が
朙
ら
か
と
な
っ
た
。
范
純

仁
の
文
字
の
削
除
に
對
し
て
、
歐
陽
脩
本
人
の
怨
み
が
は
っ
き
り
と
表
わ
れ
て
い

る
こ
れ
ら
の
書

は
、
朱
熹
に
と
っ
て
は
「
歐
公
丁
寧
反
復
之
論
」
の
一
つ
で
あ

り
、
ま
さ
に
自
己
の
主
張
の
追
い
風
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
范
純
仁
の

行
爲
に
理
解
を
示
す
周
必
大
に
と
っ
て
は
、
歐
陽
脩
本
人
が
直
接
不
滿
を
表
朙
し

て
い
る
こ
れ
ら
の
書

の
存
在
を
決
し
て
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
も
し

認
め
て
し
ま
え
ば
、
自
ら
の
主
張
が
大
き
く
搖
ら
い
で
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
從

っ
て
、
周
必
大
は
、
論
爭
の
過
程
で
歐
陽
脩
の
親
筆
で
は
な
い
こ
と
等
、
樣
々
な

理
由
を
あ
げ
て
僞
作
で
あ
る
と
强
く
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
僞
作
と
い
う

判
斷
こ
そ
、
周
必
大
が
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
を
編
纂
す
る
際
に
、
歐
陽
脩
の
新
發

見
書

五
十
七
、
八
十
五
、
八
十
六
の
存
在
を
把
握
し
な
が
ら
も
、
收
錄
し
な
か

っ
た
理
由
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
今
回
發
見
し
た
歐
陽
脩
書

に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
不
朙
で
あ
っ
た
周
必
大
と
朱
熹
の
論
爭
の
一
端
や
周
必
大
の
『
歐
陽
文

忠
公
集
』
編
纂
の
態
度
を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

㊟
（
１
）　

廬
陵
で
刊
行
さ
れ
た
歐
陽
脩
全
集
の
出
來
が
ひ
ど
く
、
周
必
大
が
訂
正
し
た
い

と
思
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
彼
の
「
歐
陽
文
忠
公
集
後
序
」
に
「
廬
陵
所
刊
、

抑
又
甚
焉
。
卷
帙
叢
脞
、
略
無
統
紀
。
私
竊
病
之
、
久
欲
訂
正
、
而
患
寡
陋
未
能

也
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）　

今
日
に
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
歐
陽
脩
の
書

を
九
十
六
篇
發
見
し
た
こ

と
に
つ
い
て
、
筆
者
は
二
〇
一
一
年
十
⺼
八
日
の
日
本
中
國
學
會
第
六
十
三
回
大
會

で
發
表
し
た
。
そ
の
發
表
內
容
を
二
〇
一
二
年
に
拙
稿
「
歐
陽
脩
の
書

九
十
六
篇

の
發
見
に
つ
い
て
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
六
十
四
集
）
と
し
て
公
表
し
た
。
さ

ら
に
、
二
〇
一
三
年
に
新
發
見
書

に
つ
い
て
の
硏
究
と
九
十
六
篇
全
文
を
揭
載
し

た
拙
著
『
歐
陽
脩
新
發
見
書

九
十
六
篇―

歐
陽
脩
全
集
の
硏
究―

』（
硏
文
出
版
）

を
刊
行
し
て
い
る
の
で
參
照
さ
れ
た
い
。

（
３
）　

朱
熹
の
テ
キ
ス
ト
は
本
稿
で
は
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』（
中
文
出
版
社
、
一

九
七
二
年
）
を
用
い
た
。
な
お
、
朱
熹
が
周
必
大
に
答
え
た
書

「
答
周
益
公
」
は

二
通
あ
り
、
い
ず
れ
も
同
書
卷
三
十
八
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら

二
通
を
混
同
し
な
い
よ
う
に
、
卷
三
十
八
の
收
錄
順
に
便
宜
上
「
答
周
益
公
」
其
一
、

「
答
周
益
公
」
其
二
と
表
記
す
る
。

（
４
）　

歐
陽
脩
の
テ
キ
ス
ト
は
天
理
大
學
附
屬
天
理
圖
書
館
所
藏
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
を

用
い
た
。
以
下
同
じ
。

（
５
）　

歐
陽
脩
の
作
成
し
た
「
㊮
政
殿
學
士
戶
部
侍
郞
文
正
范
公
神
衟
碑
銘
」
は
『
歐
陽

文
忠
公
集
』
卷
二
十
に
收
錄
さ
れ
て
お
り
、
范
純
仁
が
文
字
を
一
部
削
除
し
た
「
㊮

政
殿
學
士
戶
部
侍
郞
文
正
范
公
神
衟
碑
銘
」
は
、
今
日
『
范
文
正
公
集
』（
四
部
叢

刊
）
の
附
錄
部
分
の
『
襃
賢
集
』
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
文
章
を
比
較

す
る
こ
と
で
、
范
純
仁
の
削
除
箇
所
が
朙
ら
か
に
な
る
。
な
お
、
范
純
仁
の
文
字
削

除
に
つ
い
て
は
竺
沙
雅
章
『
范
仲
淹
』（
白
帝
社
、
一
九
九
五
年
）
一
五
一
−一
五
四

頁
に
說
朙
が
あ
る
の
で
參
照
さ
れ
た
い
。

（
６
）　

范
仲
淹
が
追
放
さ
れ
る
と
朝
廷
で
は
彼
と
關
係
の
あ
っ
た
者
が
摘
發
さ
れ
た
。
主

義
主
張
を
同
じ
く
す
る
朋
黨
と
し
て
の
議
論
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
の
は
こ
の
頃
か

ら
だ
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
、
西
京
留
守
推
官
で
あ
っ
た
蔡
襄
は
「
四
賢
一
不
肖
詩
」

を
作
成
し
た
。
四
賢
と
は
、
范
仲
淹
、
余
靖
、
尹
洙
、
歐
陽
脩
で
あ
り
、
一
不
肖
と



范
仲
淹
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め
ぐ
る
周
必
大
と
朱
熹
の
論
爭

一
〇
七

は
高
若
訥
を
指
す
。
高
若
訥
は
そ
の
當
時
右
司
諫
の
任
に
あ
り
な
が
ら
、
范
仲
淹
の

左
遷
を
受
け
て
動
こ
う
と
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
歐
陽
脩
は
彼
を
批
判
す
る
書

を

送
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
越
權
行
爲
と
な
り
歐
陽
脩
は
左
遷
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う

し
た
蔡
襄
の
詩
の
存
在
か
ら
も
、
當
時
「
四
賢
」
が
同
じ
グ
ル
ー
プ
だ
と
意
識
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
な
お
、
彼
の
「
四
賢
一
不
肖
詩
」
は
、『
澠
水
燕
談
錄
』

卷
二
に
よ
れ
ば
、
廣
く
流
布
し
て
人
々
は
競
っ
て
傳
寫
し
て
、
本
屋
は
こ
れ
を
賣
っ

て
利
益
を
上
げ
た
と
言
う
。

（
７
）　

周
必
大
の
テ
キ
ス
ト
は
本
稿
で
は
『
文
忠
集
』（
四
庫
全
書
所
收
）
を
用
い
た
。

「
與
汪
季
路
司
業
書
」
は
、『
文
忠
集
』
で
は
「
汪
季
路
司
業
」
と
い
う
題
目
で
收
錄

さ
れ
て
い
る
が
、『
全
宋
文
』（
上
海
辭
書
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
で
は
「
與
汪
季

路
司
業
書
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
は
題
目
に
つ
い
て
は
便
宜
上
『
全
宋

文
』
の
記
述
に
從
っ
た
。
後
述
す
る
「
與
呂
子
約
寺
丞
書
」
と
い
う
題
目
も
『
全
宋

文
』
の
記
載
に
從
っ
た
。

（
８
）　

㊟
（
２
）
拙
稿
「
歐
陽
脩
の
書

九
十
六
篇
の
發
見
に
つ
い
て
」
參
照
。

（
９
）　

新
發
見
書

に
附
す
番
號
は
、
天
理
大
學
附
屬
天
理
圖
書
館
所
藏
『
歐
陽
文
忠
公

集
』
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
順
に
、
整
理
の
都
合
上
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
㊟
（
２
）

拙
著
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
10
）　

歬
揭
の
周
必
大
の
全
集
『
文
忠
集
』
收
錄
の
「
與
呂
子
約
寺
丞
書
」
で
は
「
修
性

多
病
」
と
い
う
記
載
で
、
こ
の
新
發
見
書

で
は
「
脩
性
多
病
」
と
記
述
さ
れ
て
お

り
、「
修
」
と
「
脩
」
の
文
字
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
氣
づ
く
。
こ
れ
は
、「
歐
陽

修
」
と
表
記
す
る
か
「
歐
陽
脩
」
と
表
記
す
る
か
に
起
因
す
る
問
題
で
あ
る
。
小
林

義
廣
「
歐
陽
修
か
歐
陽
脩
か
」（『
東
海
史
學
』
三
十
一
、
一
九
九
七
年
。
の
ち
同
氏

『
歐
陽
脩　

そ
の
生
涯
と
宗
族
』）（
創
文
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
收
錄
）
で
は
、
周

必
大
は
歐
陽
脩
の
『
集
古
錄
』
に
押
印
さ
れ
た
印
鑑
の
篆
字
が
「
修
」
字
を
使
用
し

て
い
た
こ
と
に
基
づ
い
て
「
歐
陽
修
」
が
正
し
い
と
考
え
て
お
り
、
一
方
、
現
存

す
る
眞
蹟
を
見
る
と
、
歐
陽
脩
自
身
は
「
歐
陽
脩
」
と
い
う
表
記
を
好
ん
で
い
た
と

指
摘
す
る
。
從
っ
て
、
周
必
大
の
全
集
『
文
忠
集
』
に
收
錄
さ
れ
た
「
與
呂
子
約
寺

丞
書
」
で
は
周
必
大
の
見
解
に
基
づ
き
「
修
性
多
病
」
と
い
う
表
記
と
な
っ
て
お
り
、

歐
陽
脩
自
身
が
作
成
し
た
新
發
見
書

で
は
「
脩
性
多
病
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
「
修
性
多
病
」
と
「
脩
性
多
病
」
に
お
け
る
「
修
」
と
「
脩
」
の
文
字
の
違

い
は
表
記
上
の
違
い
で
あ
る
。

（
11
）　

た
と
え
ば
、
周
必
大
と
朱
熹
の
論
爭
を
取
り
上
げ
た
も
の
と
し
て
、
夏
漢
寧
「
朱

熹
、
周
必
大
關
于
歐
陽
脩
《
范
公
神
衟
碑
》
的
論
爭
」（『
江
西
社
會
科
學
』
二
〇
〇

四
年
三
朞
、
二
〇
〇
四
年
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
論
文
で
は
、
第
一
節
で
朱
熹
の

「
答
周
必
大
」
を
と
り
あ
げ
周
必
大
と
の
論
爭
を
指
摘
し
、
第
二
節
で
范
仲
淹
と
呂

夷

の
和
解
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
等
を
考
察
し
、
第
三
節
で
は
歐
陽
脩
の
呂
夷

に

對
す
る
態
度
や
神
衟
碑
の
作
成
態
度
に
論
及
す
る
。
第
一
節
の
考
察
は
本
稿
と
關
わ

る
が
、
し
か
し
朱
熹
や
周
必
大
が
論
爭
の
過
程
で
言
及
す
る
歐
陽
脩
の
書

、
す
な

わ
ち
新
發
見
書

に
つ
い
て
は
當
然
な
が
ら
當
時
全
く
不
朙
で
考
察
し
よ
う
が
な
い

の
で
具
體
的
に
跡
づ
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
さ
ら
に
本
稿
は
、
朱
熹
と
周
必

大
の
論
爭
に
お
い
て
、
二
〇
一
一
年
に
筆
者
が
報
吿
し
た
新
發
見
書

に
焦
點
を
當

て
て
論
爭
を
具
體
的
に
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
論
爭
全
體
を
槪
括
し

よ
う
と
試
み
て
い
る
夏
漢
寧
氏
の
論
文
と
は
そ
の
主
旨
が
異
な
っ
て
い
る
。

（
12
）　

た
と
え
ば
、
南
宋
・
沈
作
喆
『
寓

』
卷
八
に
「
歐
陽
公
、
晚
年
常
自
竄
定
平
生

所
爲
文
、
用
思
甚
苦
。
其
夫
人
止
之
曰
、
何
自
苦
如
此
、
當
畏
先
生
嗔
耶
。
公
笑
曰
、

不
畏
先
生
嗔
、
却
怕
後
生
笑
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
歐
陽
脩
は
自
己
の
詩
文
集

『
居
士
集
』
を
編
纂
す
る
際
に
、
後
世
の
人
を
强
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
13
）　

谷
敏
「
周
必
大
對
小
說
與
正
史
的
態
度―

也
談
〝
范
仲
淹
神
衟
碑
〟
的
刪
文
問

題
」（『
文
獻
季
刊
』
二
〇
〇
七
年
第
三
朞
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
14
）　

詳
し
く
は
、
㊟
（
２
）
拙
稿
「
歐
陽
脩
の
書

九
十
六
篇
の
發
見
に
つ
い
て
」
參

照
。
な
お
、
九
十
六
篇
の
書

が
周
必
大
編
纂
の
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
に
收
錄
さ
れ

な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
各
書

ご
と
に
そ
の
經
緯
を
檢
討
す
る
必
要
が
あ
る



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

一
〇
八

と
考
え
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
15
）　

周
必
大
が
『
文
苑
英
華
』
を
刊
行
し
た
際
の
序
文
（「
文
苑
英
華
序
」）
で
「
臣
事

孝
宗
皇
帝
、
閒
聞
聖
諭
欲
刻
江
鈿
文
海
。
臣
奏
其
去
敢
差
謬
不
足
觀
、
帝
乃
詔
館
職

裒
集
皇
朝
文
鑑
。
臣
因
及
英
華
、
雖
祕
閣
㊒
本
、
然
舛
誤
不
可
讀
。
俄
聞
傳
旨
取
入
、

遂
經
乙
覽
。
時
御
歬
置
校
正
書
籍
一
二
十
員
…
…
…
後
世
將
遂
爲
定
本
」
と
記
述
し
、

編
纂
に
當
た
り
皇
帝
の
信
任
が
厚
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
16
）　
「
上
呂
相
公
書
」
に
つ
い
て
は
、
歐
陽
脩
作
成
「
范
仲
淹
神
衟
碑
銘
」
の
文
字
を

范
純
仁
が
削
除
し
た
こ
と
を
考
察
す
る
中
で
論
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
幾
つ
か
の

著
書
の
中
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
最
近
論
文
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
も
の
を
あ
げ
る
と
、
た
と
え
ば
劉
德
淸
「
范
仲
淹
神
衟
碑
公
案
考
述
」（『
西
南

交
通
大
學
學
報
（
社
會
科
學
版
）』
二
〇
一
五
年
第
一
朞
、
二
〇
一
五
年
）
や
仝
相

卿
「
歐
陽
脩
撰
寫
范
仲
淹
神
衟
碑
理
念
探
求
」（『
史
學
⺼
刊
』
二
〇
一
五
年
第
一
〇

朞
、
二
〇
一
五
年
）
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
范
仲
淹
と
呂
夷

が
和
解
し
た
の

か
ど
う
か
と
い
う
觀
點
か
ら
は
王
瑞
來
「
范
呂
解
仇
公
案
再
檢
討
」（『
歷
史
硏
究
』

二
〇
一
三
年
第
一
朞
、
二
〇
一
三
年
）
が
あ
り
、
歐
陽
脩
の
神
衟
碑
銘
作
成
態
度
を

彼
の
尹
洙
の
墓
誌
銘
を
作
成
し
た
態
度
と
共
に
論
じ
た
王
水
照
「
歐
陽
脩
所
作
范

《
碑
》
尹
《
志
》
被
拒
之
因
發
覆
」（『
江
西
社
會
科
學
』
二
〇
〇
七
年
九
朞
、
二
〇

〇
七
年
）
等
も
あ
る
。

（
17
）　

た
と
え
ば
、
㊟
（
11
）
の
夏
漢
寧
氏
の
論
文
。

（
附
記
）
本
稿
は
、
日
本
宋
代
文
學
學
會
第
三
回
大
會
（
二
〇
一
六
年
五
⺼
二
十
八

日
）
に
お
け
る
口
頭
發
表
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
は

JSPS

科
硏
費
「
宋
人
文
集
の
編
纂
と
傳
承
に
關
す
る
總
合
的
硏
究
」
の
成
果
で

あ
る
。




